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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 4

□２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 □1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　□2.同程度　□4.低下 番号： 1
5.施工性 □1.向上　□2.同程度　□5.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　□2.同程度　□6.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 ｼﾊﾞﾀ工業㈱ 販売会社 ㈱ﾌﾀﾊﾞｺｰｹﾝ 協会名

会社名： 住所：愛知県名古屋市西区花の木3-16-28

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：静岡県静岡市清水区港町1丁目6番4号

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

阪神大震災以前はﾋﾟﾝ連結方式の落橋防止装置で対応していたが、震災後は緩衝効果のあ
るPCｹｰﾌﾞﾙ工法に置き換わった。しかしPCｹｰﾌﾞﾙ工法はﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ背面の掘削を必要とする。
本技術は、ﾋﾟﾝ連結方式の落橋防止装置について、鋼製ﾋﾟﾝの一部に高耐力緩衝材を付与
する事により、鋼製ﾋﾟﾝと取付鋼部材の接触部に緩衝材を介在させ、装置全体として緩衝
効果を発揮する落橋防止装置とし、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ背面の掘削を不要とした。本技術の活用によ
り落橋防止装置取付工において施工工期及びｺｽﾄの縮減が期待できる。

営業1課 054-352-4085

中村　雅士

ﾌﾀﾊﾞｺｰｹﾝ㈱

登録No. 1285

２（３）

1998年

□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

ｼﾊﾞﾀ工業㈱ 　　　　　　　　清光ﾋﾞﾙ花の木3F

中部営業ｸﾞﾙｰﾌﾟ
052-528-5201

宇野　一也

052-528-5202

054-352-1116

nakamura-m@futaba-k.co.jp

kazuya_uno@sbt.co.jp

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

近畿地方整備局 平成10年10月15日

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 緩衝機能を有する桁連結工法
収受受付年月日 平成19年7月11日

変更受付年月日

緩衝ﾋﾟﾝを用いた落橋防止方式 開発年

分類

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KK-980043

活用の効果

落橋防止装置（鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ＋RC突起工法）

3.10%
38.00%

登録番号

番号：
4

1-3-7.道路／橋梁工

評価（事前・事後）



緩衝機能を有する桁連結工法 登録No. 1285

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） １（１）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

①墨出し・・・橋台ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ及び主桁ｳｪﾌﾞのﾋﾟﾝ取付位置を計画図面に従って墨出しする。
②ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ孔の削孔・・・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ孔をﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ削孔する。
③ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ定着・・・ｴﾎﾟｷｼ樹脂接着剤にてｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを定着する。
④主桁ｳｪﾌﾞ孔明・・・緩衝ﾋﾟﾝ取付用孔を図面に従って孔明する。
⑤ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ・・・補強板取付範囲をｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝする。
⑥補強板溶接・・・現場すみ肉溶接にてｳｪﾌﾞに補強板を取り付ける。
⑦ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付・・・連結用ﾌﾞﾗｹｯﾄをｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに定着する。
⑧緩衝ﾋﾟﾝ取付・・・緩衝ﾋﾟﾝを所定の位置に取り付ける。

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

別紙価格表参照願います。

建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　価格表　）

新技術概要説明資料（２／５）

新技術名称

（短　所）
・橋長が長く設計移動量が大きい場合、適応が難しい。(落橋防止装置として使用する場合)
・ｺﾝｸﾘｰﾄ橋へのﾌﾞﾗｹｯﾄの設置が困難な場合がある。

（長　所）
・使用鋼材の少量化すなわちｺﾝﾊﾟｸﾄ化が図れる事から、建築限界等による設置ｽﾍﾟｰｽ上の制限
を受け難く、種々の橋梁構造物への適用度が高い。
・各部材の少量化によるｺｽﾄの縮減が図れる。
・高耐力緩衝材を使用している為、吸収ｴﾈﾙｷﾞｰ量が増加される。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

国土交通省工事積算基準（12章.道路付属施設⑦落橋防止工）【添付資料ー1】

・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ定着長（±０以上）･･･土木工事施工管理基準3-3-4-34落橋防止装置工
・ﾌﾞﾗｹｯﾄ寸法（L,W､H：±2mm､±3mm､±4mm）･･･土木工事施工管理基準6-4-3-3-1桁製作
【添付資料ー2】
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（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 第3738072号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

本工法における緩衝効果を考慮したｴﾈﾙｷﾞｰ設計法の確立。

任意の同条件下での衝撃実験を行った結果、緩衝材の無い鋼製ﾋﾟﾝと比較すると取付金具に発
生するひずみが、高強度緩衝材により１／３程度に減少する緩衝効果を確認した。

実験報告書【添付資料ー3】

施工時点での温度伸縮量を把握し、取付部材を設置する。

（適用できる条件）
①自然条件・・・制約なし　　　②現場条件・・・支承部周辺において、部材設置位置から半
径１ｍ程度の作業ｽﾍﾟｰｽを必要とする。

橋梁上部工の温度伸縮量を考慮し、取付部材の遊間設定を実施する。

新技術概要説明資料（３／５）

新技術名称 緩衝機能を有する桁連結工法

A-3

（適用できない条件）
ﾌﾞﾗｹｯﾄの取付が困難な構造である場合。
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実績件数 公共機関： 530 民間：

発　注　者 施工時期
建設省
中部地方建設局
愛知国道工事事務所

平成9年3月

日本道路公団
名古屋建設局
松阪工事事務所

平成9年5月

建設省
中部地方建設局
静岡国道工事事務所

平成9年6月

国土交通省
中部地方整備局
岐阜国道工事事務所

平成16年1月

静岡県道路公社 平成18年1月

静岡県天竜土木事務所 平成18年1月

静岡県御前崎土木事務
所

平成19年1月

国土交通省
中部地方整備局
静岡国道事務所

平成19年3月

静岡県御前崎土木事務
所

平成19年3月

静岡市役所 平成19年4月

平成17年度伊豆ｽｶｲﾗｲﾝ橋梁補強工
事（十国橋）

平成17年度〔第16-10104-01号〕（国）
362号（新気田川橋）橋梁補修工事

平成7年度302号梅之郷高架橋橋体
工その2

伊勢自動車道櫛田川橋（鋼上部工）
工事

1号後久川橋架替上部工工事

平成15年度美濃加茂管内維持補修
工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）

新技術名称 緩衝機能を有する桁連結工法

工　事　名

平成18年度駿国橋第5号（丸子川橋）
橋梁耐震補強工事

平成18年度〔第18-10103-01号〕（国）
150号（大幡川橋・清水橋）橋梁補修
工事（橋脚補強工）

平成18年度1号静清上土高架橋下部
補強工事

平成18年度〔第18-10602-01号〕島田
吉田線緊急地方道道路補修（橋梁補
修）工事（山崎橋橋脚補強工）

6

CORINS登録No.
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鋼製箱桁＋鋼製橋脚設置例
（橋軸・橋軸直角方向変位制限構造）

ＰＣ上部工設置例
（橋軸・橋軸直角方向変位制限構造）

ﾓﾉﾚｰﾙでの設置例
（変位制限構造）

メタルI桁設置例
（橋軸・橋軸直角方向変位制限構造）

鋼上部工設置例（橋軸方向変位制限構造） PC上部工設置例（落橋防止装置）

新技術概要説明資料（５／５）

新技術名称 緩衝機能を有する桁連結工法

A-5


